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【射出・押出し成型用プラスチックマグネット材料】
・フェライト系コンパウンド
・ネオジム系等方性コンパウンド
・ネオジム系異方性コンパウンド
・サマコバ系異方性コンパウンド
・希土類+フェライト系コンパウンド

【射出成型用軟磁性プラスチック材料】
・ソフトフェライト系コンパウンド
・金属扁平粉及び金属系コンパウンド
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編集後記

BMレポートには、9月の技術例会および 12 月のシンポジウムで「軟磁性材料およびその応用に関する最新動向」「世界をリード

する日本の最新磁石材料・技術とその応用」と題してご講演頂き成功裡に終了した内容を、講師の許可を得て再掲載させて頂いた。

大変貴重なデータが詰まっているので是非参考にして頂きたい。

さて、３月に入ってまもなく、浜野正昭、藤森啓安両博士が病魔と戦った末に相次いでお亡くなりになった。

浜野先生は、当協会の発足当時から技術委員長、理事などの立場で協会運営に携わり、我々を指導してくださった。特に最近は、

寺子屋 BM塾を開設するなどして、ご自分の教育者としての適任を再確認して、並々ならぬ思い入れで後継者の育成をされていた。

実は、初めての胃カメラ検診で食道癌が見つかり、かなりのショックを受けたようであったが、２-３名の関係者以外には癌である

との情報は伝えずに、ショックの様子を塾生に気付かせないよう、塾長としての仕事を毅然として最後まで果たされた。ただ流石に、

大好であった５時以降の懇親会を、自宅から突然電話があって帰宅しなければならなくなったとの理由をつけることで初めて欠席

された。

藤森先生は、私は個人的に大学時代からお世話になった方であるが、当協会の評議員として我々を指導してくださった。特に最近、

当協会では軟磁性材料関連のテーマを取り入れて進め始めているが、先生はその道の世界的第一人者であり、昨年発足した軟磁性

材料研究会で、いよいよこれから先生のご指導を頂く機会が多くなるという矢先であり、大変残念な結果となってしまった。

両博士は豪放磊落な気性をお持ちでありながら、周りの方々への目配りも欠かさないという緻密なお心遣いを示される方であり、

私はお二人が大好きでありました。また、大変尊敬して参りました。

悲しい別れになってしまいましたが、残された者同士が協力しあって協会活動を継続発展させて行くことが両博士に対する供養

と信じて進めていこうではありませんか。両博士のご冥福をお祈り申し上げます。

機関紙編集委員長

大森　賢次


